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島根おおちトピックス

第
２
回
ゆ
と
り
倶
楽
部
【
包
装
の
仕
方
に
つ
い
て
】

島
根
お
お
ち
農
政
会
議
協
議
会
通
常
総
会
の
開
催

フ
レ
ミ
ズ
部
会
「
家
の
光
ク
ッ
キ
ン
グ
・

フ
ェ
ス
タ
交
流
会
」
開
催

　
ゆ
と
り
倶
楽
部
は
、
第
２
回
講
座
『
包
装
の
仕
方
』
を
開
講
し
、
企
画
総
務
部

の
春
木
初
美
職
員
を
講
師
に
、
包
装
に
つ
い
て
の
知
識
や
実
践
形
式
で
包
装
の
仕

方
を
学
び
ま
し
た
。
始
め
に
、
包
み
方
の
名
前
や
祝
儀
と
不
祝
儀
の
包
装
紙
の
折

り
目
の
違
い
や
、そ
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
学
び
、こ
の
後
、実
践
形
式
で
箱
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
「
キ
ャ
ラ
メ
ル
包
み
」
と
、難
し
い
「
斜
め
包
み
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。「
斜

め
包
み
」
は
、
包
装
紙
の
大
き
さ
や
箱
を
置
く
位
置
、
包
装
紙
を
折
り
な
が
ら
箱
を

回
転
さ
せ
包
ん
で
い
く
過
程
で
意
識
す
る
点
が
多
く
、
受
講
生
は
頭
を
悩
ま
せ
な

が
ら
も
な
ん
と
か
包
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
他
、
折
り
紙
で
箸
入
れ
を
折
っ

た
り
、
丸
い
形
状
の
ト
マ
ト
缶
を
包
ん
だ
り
と
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

包
み
方
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
島
根
お
お
ち
農
政
会
議
協
議
会
は
、
邑
南
町
矢
上
の
い
こ
い
の
村
し
ま
ね
で
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
令
和
６
年
度
活
動
報
告
と
収
支
決
算
、
令
和
７
年
度
の
活
動
方
針
と
収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
瀧
田
均
氏
が
新
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
に

は
衆
議
院
議
員
高
見
康
裕
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
よ
り
国
政
報
告
を
い
た
だ
き
、
農
政
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　
島
根
お
お
ち
農
政
会
議
協
議
会

で
は
、
農
業
・
農
政
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
、
地
域
農
業
の
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
緒
に
実

践
し
て
い
く
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る
方
は
事
務

局（
営
農
部
営
農
企
画
課
、
電
話

8
3
-1
6
2
3
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
島
根
お
お
ち
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ド
ル
ミ
ズ
部
会
幸
せ
の
た
ね
た
ん

ぽ
ぽ
（
村
上
ユ
リ
部
会
長
）
は
、
邑
南
町
中
野
の
中
野
団
地
セ
ン

タ
ー
と
中
野
公
民
館
に
お
い
て
、
島
根
お
お
ち
女
子
大
学
卒
業
生

と
他
地
区
本
部
フ
レ
ミ
ズ
部
会
の
部
員
を
招
い
て
「
家
の
光
ク
ッ

キ
ン
グ
・
フ
ェ
ス
タ
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
村
上
部
会
長
は
「
今
年
は
、
計
画
し
て
い
た
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

が
不
作
の
た
め
中
止
と
な
り
、
世
間
で
は
米
不
足
問
題
な
ど
発
生

し
て
い
る
が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
島
根
県
全
体
で
交
流
を
深
め
仲
間

づ
く
り
の
輪
を
広
げ
よ
う
。
今
日
は
、
楽
し
く
過
ご
し
て
ほ
し
い
」

と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
青
年
連
盟
の
盟
友
で

あ
る
寺
本
直
人
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
寺
本
農
園
で
採
れ
た
イ
チ
ゴ
を

使
っ
て
ジ
ャ
ム
を
作
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
食
事
は
島
根
お

お
ち
女
性
部
特
製
「
ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
」
を
提
供
、
参
加
者
に
仕
上
げ

の
工
程
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
女
性
部
と
の
交
流
も
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
家
の
光
協
会
の
上
田
達
哉
西
日
本
文
化
局
長
に
よ
る
研
修
会
を

行
う
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
」「
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
作
り
工
程
の
大

変
さ
が
わ
か
り
勉
強
に
な
っ
た
」「
ま
た
、
何
か
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
部
会
で
は
、
今
後
も
様
々
な
講
座

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
講
座
の
内
容
、
参
加
希
望
の
お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
総
務
部（
8
3
-1
8
0
1
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

6/185/31

ライスバーガーを仕上げる参加者

提供された食事 イチゴジャム ジャムを作る参加者

「斜め包み」に挑戦する受講生受講生の作品

挨拶する村上部会長

6/15

新 役 員
役 職 氏 名 地 区
会 長 瀧 田 　 均 石 　 見
副 会 長 下垣　忠文 川 　 本
副 会 長 黒川　民次郎 大 　 和
副 会 長 小松　隆司 桜 　 江
幹 事 長 品川　喜代市 邑 　 智
監 事 元根　正規 瑞 　 穂
監 事 中村　昌史 羽 須 美
委 員 平野　一成 瑞 　 穂
委 員 谷岡　良昭 羽 須 美
委 員 折 笠 　 毅 石 　 見
委 員 平田　一樹 川 　 本
委 員 竹下　雄司 邑 　 智
委 員 松嶋　浩孝 大 　 和
委 員 山本　秀彦 桜 　 江

中
野
ふ
れ
あ
い
農
園
「
さ
つ
ま
い
も
苗
植
え
」

地
域
の
伝
統
芸
能
「
神
楽
」
を
担
う
高
校
生
を
応
援

ふ
れ
あ
い
水
田
で
草
取
り
・
生
き
物
調
査
・

竹
と
ん
ぼ
づ
く
り

　
島
根
お
お
ち
青
年
連
盟
（
月
山
正
幸
委
員
長
）
と
女
性
部
（
森
光
美
佐

子
部
長
）
は
、
邑
南
町
中
野
の
中
野
ふ
れ
あ
い
農
園
で
さ
つ
ま
い
も
苗
の

植
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
管
内
の
保
育
所
・
園
よ
り
園
児
を
招

い
て
い
も
苗
植
え
交
流
会
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
雨
の
た
め
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　
圃
場
に
朝
早
く
か
ら
集
合
し
た
盟
友
と
女
性
部
員
は
約
1
，0
0
0
本

の
さ
つ
ま
い
も
苗
を
あ
っ
と
い
う
間
に
植
付
け
ま
し
た
。
最
後
に
「
雨
の

な
か
で
の
作
業
と
な
り
、
大
変
だ
っ
た
が
無
事
に
植
え
付
け
が
終
わ
っ
て

よ
か
っ
た
。
今
後
も
、
草
刈
等
の
圃
場
の
管
理
が
あ
る
が
、
秋
の
芋
掘
り

交
流
会
で
の
子
供
た
ち
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
頑
張
ろ
う
！
」
と
月
山

委
員
長
と
森
光
部
長
は
声
を
揃
え
て
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
今
後
、

草
刈
、
つ
る
切
り
な
ど
の
作
業
を
合
同
で
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
10
月

に
は
管
内
の
保
育
所
・
園
か
ら
園
児
を
招
い
て
芋
掘
り
交
流
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
共
済
連
島
根
と
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
広
島
県
安
芸
高
田
市

で
開
催
さ
れ
る
「
第
14
回
高
校
生
の
神
楽
甲
子
園
」
に
出
場
す
る
、
島
根

県
立
矢
上
高
等
学
校
の
神
楽
愛
好
会
へ
神
楽
伝
承
活
動
支
援
金
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
贈
呈
式
は
矢
上
高
校
で
行
わ
れ
、
森
田
武
吉
統
括
支
店
長
は
激
励
の
言

葉
と
と
も
に
、
目
録
を
神
楽
愛
好
会
代
表
の
林
田
悠ゆ
ら良

（
同
校
3
年
生
）

さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。
林
田
さ
ん
は
「
毎
年
い
た
だ
い
て
い
る
ご
支
援

の
お
か
げ
で
練
習
が
で
き
る
環
境
が
整
い
と
て
も
あ
り
が
た
い
。
皆
さ
ま

の
思
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。
当
日
は
『
熊く
ま
そ襲

』
を
披
露

す
る
が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
た
い
」
と
力
強
く
話
し

ま
し
た
。

　
島
根
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米
生
産
部
会
と
生
活
協
同
組
合
ひ

ろ
し
ま
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
邑
南
町
矢
上
に
あ

る
生
協
ふ
れ
あ
い
水
田
に
お
い
て
「
田
ん
ぼ
の
草
取
り
・

生
き
物
調
査
・
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
」
交
流
会
を
開
催
し
、

広
島
県
か
ら
６
家
族
31
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
始
め
に
生
産
部
会
の
元
根
正
規
会
長
か
ら
、
現
在
の
生

育
状
況
や
米
づ
く
り
で
大
変
な
草
取
り
に
つ
い
て
説
明
が

さ
れ
た
あ
と
、
子
供
た
ち
は
田
ん
ぼ
に
入
り
泥
に
苦
戦
し

な
が
ら
、
懸
命
に
田
車
を
押
し
て
除
草
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
生
き
物
調
査
で
は
、
田
ん
ぼ
の
周
囲
に
生
息

す
る
生
き
物
を
捕
ま
え
て
調
査
と
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
生
産
部
会
の
森
田
勝
秋
委
員
か
ら
、
毎
年
恒
例

と
な
り
つ
つ
あ
る
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
を
習
い
、
慣
れ
な
い

ナ
イ
フ
を
使
い
世
界
で
一
つ
の
自
分
だ
け
の
竹
と
ん
ぼ
を

作
り
ま
し
た
。
こ
の
日
、
雨
の
な
か
始
ま
っ
た
交
流
会
で

し
た
が
、
子
供
た
ち
は
朝
か
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
そ
う

に
活
動
し
交
流
会
を
終
え
ま
し
た
。
次
回
は
、
秋
に
収
穫

交
流
会
を
行
う
予
定
で
す
。

6/36/26

6/14

島根おおちトピックス

苗を植える盟友・女性部員

雨のなかお疲れさまでした！植えたさつまいも苗左から　石原寛治校長　林田悠良さん　森田武吉統括支店長
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催
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催
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も
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
家
の
光
協
会
の
上
田
達
哉
西
日
本
文
化
局
長
に
よ
る
研
修
会
を

行
う
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
」「
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
作
り
工
程
の
大

変
さ
が
わ
か
り
勉
強
に
な
っ
た
」「
ま
た
、
何
か
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
部
会
で
は
、
今
後
も
様
々
な
講
座

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
講
座
の
内
容
、
参
加
希
望
の
お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
総
務
部（
8
3
-1
8
0
1
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

6/185/31

ライスバーガーを仕上げる参加者

提供された食事 イチゴジャム ジャムを作る参加者

「斜め包み」に挑戦する受講生受講生の作品

挨拶する村上部会長

6/15

新 役 員
役 職 氏 名 地 区
会 長 瀧 田 　 均 石 　 見
副 会 長 下垣　忠文 川 　 本
副 会 長 黒川　民次郎 大 　 和
副 会 長 小松　隆司 桜 　 江
幹 事 長 品川　喜代市 邑 　 智
監 事 元根　正規 瑞 　 穂
監 事 中村　昌史 羽 須 美
委 員 平野　一成 瑞 　 穂
委 員 谷岡　良昭 羽 須 美
委 員 折 笠 　 毅 石 　 見
委 員 平田　一樹 川 　 本
委 員 竹下　雄司 邑 　 智
委 員 松嶋　浩孝 大 　 和
委 員 山本　秀彦 桜 　 江

中
野
ふ
れ
あ
い
農
園
「
さ
つ
ま
い
も
苗
植
え
」

地
域
の
伝
統
芸
能
「
神
楽
」
を
担
う
高
校
生
を
応
援

ふ
れ
あ
い
水
田
で
草
取
り
・
生
き
物
調
査
・

竹
と
ん
ぼ
づ
く
り

　
島
根
お
お
ち
青
年
連
盟
（
月
山
正
幸
委
員
長
）
と
女
性
部
（
森
光
美
佐

子
部
長
）
は
、
邑
南
町
中
野
の
中
野
ふ
れ
あ
い
農
園
で
さ
つ
ま
い
も
苗
の

植
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
管
内
の
保
育
所
・
園
よ
り
園
児
を
招

い
て
い
も
苗
植
え
交
流
会
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
雨
の
た
め
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　
圃
場
に
朝
早
く
か
ら
集
合
し
た
盟
友
と
女
性
部
員
は
約
1
，0
0
0
本

の
さ
つ
ま
い
も
苗
を
あ
っ
と
い
う
間
に
植
付
け
ま
し
た
。
最
後
に
「
雨
の

な
か
で
の
作
業
と
な
り
、
大
変
だ
っ
た
が
無
事
に
植
え
付
け
が
終
わ
っ
て

よ
か
っ
た
。
今
後
も
、
草
刈
等
の
圃
場
の
管
理
が
あ
る
が
、
秋
の
芋
掘
り

交
流
会
で
の
子
供
た
ち
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
頑
張
ろ
う
！
」
と
月
山

委
員
長
と
森
光
部
長
は
声
を
揃
え
て
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
今
後
、

草
刈
、
つ
る
切
り
な
ど
の
作
業
を
合
同
で
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
10
月

に
は
管
内
の
保
育
所
・
園
か
ら
園
児
を
招
い
て
芋
掘
り
交
流
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
共
済
連
島
根
と
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
広
島
県
安
芸
高
田
市

で
開
催
さ
れ
る
「
第
14
回
高
校
生
の
神
楽
甲
子
園
」
に
出
場
す
る
、
島
根

県
立
矢
上
高
等
学
校
の
神
楽
愛
好
会
へ
神
楽
伝
承
活
動
支
援
金
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
贈
呈
式
は
矢
上
高
校
で
行
わ
れ
、
森
田
武
吉
統
括
支
店
長
は
激
励
の
言

葉
と
と
も
に
、
目
録
を
神
楽
愛
好
会
代
表
の
林
田
悠ゆ
ら良
（
同
校
3
年
生
）

さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。
林
田
さ
ん
は
「
毎
年
い
た
だ
い
て
い
る
ご
支
援

の
お
か
げ
で
練
習
が
で
き
る
環
境
が
整
い
と
て
も
あ
り
が
た
い
。
皆
さ
ま

の
思
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。
当
日
は
『
熊く
ま
そ襲
』
を
披
露

す
る
が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
た
い
」
と
力
強
く
話
し

ま
し
た
。

　
島
根
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米
生
産
部
会
と
生
活
協
同
組
合
ひ

ろ
し
ま
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
邑
南
町
矢
上
に
あ

る
生
協
ふ
れ
あ
い
水
田
に
お
い
て
「
田
ん
ぼ
の
草
取
り
・

生
き
物
調
査
・
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
」
交
流
会
を
開
催
し
、

広
島
県
か
ら
６
家
族
31
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
始
め
に
生
産
部
会
の
元
根
正
規
会
長
か
ら
、
現
在
の
生

育
状
況
や
米
づ
く
り
で
大
変
な
草
取
り
に
つ
い
て
説
明
が

さ
れ
た
あ
と
、
子
供
た
ち
は
田
ん
ぼ
に
入
り
泥
に
苦
戦
し

な
が
ら
、
懸
命
に
田
車
を
押
し
て
除
草
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
生
き
物
調
査
で
は
、
田
ん
ぼ
の
周
囲
に
生
息

す
る
生
き
物
を
捕
ま
え
て
調
査
と
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
生
産
部
会
の
森
田
勝
秋
委
員
か
ら
、
毎
年
恒
例

と
な
り
つ
つ
あ
る
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
を
習
い
、
慣
れ
な
い

ナ
イ
フ
を
使
い
世
界
で
一
つ
の
自
分
だ
け
の
竹
と
ん
ぼ
を

作
り
ま
し
た
。
こ
の
日
、
雨
の
な
か
始
ま
っ
た
交
流
会
で

し
た
が
、
子
供
た
ち
は
朝
か
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
そ
う

に
活
動
し
交
流
会
を
終
え
ま
し
た
。
次
回
は
、
秋
に
収
穫

交
流
会
を
行
う
予
定
で
す
。

6/36/26

6/14

島根おおちトピックス

苗を植える盟友・女性部員

雨のなかお疲れさまでした！植えたさつまいも苗左から　石原寛治校長　林田悠良さん　森田武吉統括支店長
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令和７年度島根県乾椎茸品評会開催
　JAしまね営農経済本店において令和７年度島根県乾椎茸品評会が 6 月 4 日に開催され、13 日に表彰式が行われまし
た。この品評会は県内で生産される原木栽培乾椎茸の品質向上、規格の統一ならびに生産意欲の向上などを目的に開
催されており、今年度は県内から「どんこ系」、「こうこ」、「こうしん」など 40 点の出品がありました。
　島根おおち地区本部管内から７点が出品されたところ全てが入賞し、川本町の松田直美さんの「茶花どんこ」が優
秀賞に選ばれる結果となりました。今後、松田さんの「茶花どんこ」は、全国乾椎茸品評会に出品される予定で、同
品評会での更なる受賞を期待しています。

営農だより

第６回目の鳥獣対策コーナーでは、モグラの有効的な捕獲方法について紹介します。
今回はモグラの生態や有効的な捕獲方法について知ってもらい、今後の対策に役立てていただければ幸いです！
特に本年は梅雨時期に雨が少なかったことや例年より早く梅雨明けしたことにより、水不足が心配されますので、
見回りを行いモグラによる漏水を防いでください。

鳥獣対策コーナー

第６回『モグラ』

☆何度もモグラが通る「生活道」（赤線）に 捕獲機 を仕掛けます。

モグラの主なトンネルは２種類

『生活道』の見つけ方

生活道（赤色）：モグラは何度も通るトンネルを修復しながら一定期間使用することが多い。
　　　　　　　 田んぼのあぜや、畑の通路の下、水路や壁際などの周囲にあることが多い。

① 生活道は、畑の周囲や田んぼのあぜ、地面が固い場所、水路や塀沿いに多く見られます。

探餌道（緑色）：生活道から分岐し、エサに到達するための一度きりの使い捨てトンネル。
　　　　　　　 畑の畝を横切り、開口していたり行き止まりになっていることが多い。

② 生活道かどうか確認する方法
モグラは「生活道」を何度も通過し、崩れたトンネルを修復する性質があります。トンネルを見つけたら一度崩し、1 週間以
内に修復されているか確認することで、そのトンネルが「生活道」かどうかを判断できます。

引用：タイガー株式会社　両面扉式モグラ捕獲器タイガーモグラ一番設置方法より

令和 7 年度島根県乾椎茸品評会受賞者（敬称略）
優秀賞【（一財）日本きのこセンター理事長賞】 茶花どんこ 松 田  直 美 （ 川 本 町 ）
優良賞【島根県椎茸生産者組合協議会長賞】 茶花どんこ 𠮷𠮷 𠮷𠮷 𠮷 𠮷 （ 𠮷 𠮷 町 ）
佳良賞【島根県椎茸生産者組合協議会長賞】 こうこ 𠮷𠮷 𠮷𠮷 𠮷 𠮷 （ 𠮷 𠮷 町 ）

天白どんこ 實成 美穂子（川本町）
どんこ 𠮷𠮷 𠮷𠮷 𠮷 𠮷 （ 𠮷 𠮷 町 ）
どんこ 松田 美知子（川本町）
こうこ 松 田  直 美 （ 川 本 町 ）

𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷さんご夫妻 松田直美さんご夫妻

新鮮で美味しい野菜をＡコープ産直市へ出荷しませんか♪

・秋に植える野菜は害虫被害が少なく比較的育てやすくなります。
・秋にかけて気温や日差しが穏やかになり作業もしやすくなります。
・出荷を希望される方は各地区営農指導員へお気軽にお声かけください。

島根おおち地区本部では、Aコープいわみ店・かわもと店・おおち店において産直コーナーを設け地元の農産物を
提供させて頂いております。

いつも新鮮で安全安心な農産物の提供を有難う
ございます。
いろんな野菜を作って頂き是非 Aコープ産直
コーナーへの出荷をお待ちしております！

これから秋にかけて栽培して出荷してみませんか

Aコープおおち店長様より

営農だより

農薬散布をする際の防除液は１０～３０㍑ /ａを基本とし作物の大きさに応じて散布量を増やしてください！
防除は葉の裏表ともにしっかりと散布してください

重点品目野菜の８月の管理

白ねぎ

なす

ミニトマト

ピーマン
雨が降った後の出荷ではヘタ痛みに注意しましょう！
尻腐れ病（カルシウム欠乏症）予防のため「カキパック」を定期的に散布しましょう（２週間置き）

お盆時期から「さび病」と「ボトリチス葉枯症」の防除を開始しましょう
土寄せは気温 (30℃が目安 ) が下がってから実施！排水対策を行い台風に備えましょう！
土寄せは茎の太さ (防除暦を参考)と葉の枚数を５～６枚確保してから行いましょう！
土寄せが早すぎると軟白部分は長くなり出荷時期は早まりますが、太さがとれないため注意する！

ダニの発生に注意しましょう（雨が多くても予防を忘れずに）
雨や強風の後「褐色腐敗病」が多発するので必ず予防して下さい（褐色
腐敗病の病斑は収穫の時には気がつきません）
「褐色腐敗病」の対策として　樹の負担軽減を目的に果実が大きくなりす
ぎないように適期収穫を心がけて下さい

ハウス内温度が４０℃を超える日が続いたら「寒冷紗」をかけましょう！
※９月になったら天候を見て早めに寒冷紗を外しましょう！
例年単価が上がる傾向がある９月出荷に向けて７月のトマトトーン処理は丁寧にやりましょう！
病害虫の徹底予防と定期的にかん水を行って下さい

散布については、使用時期、使用方法を守り、予防的防除を心がけましょう。詳しくは、営農指導員へご相
談下さい。また、右記二次元コード ( ＪＡしまね島根おおちのホームページ ) からでも確認が出来ます。

ボトリチス葉枯症

ダニ被害 褐色腐敗病

ピーマン尻腐れ

主な秋植え野菜 種まき時期 収穫までの時期

大根 ８月中旬～ ９月中旬 約３ヶ月

白菜 ８月下旬 ～ ９月中旬 約３ヶ月

ほうれん草 ９月中旬～１０月上旬 約１ヶ月

キャベツ ７月下旬 ～ ８月上旬 約３ヶ月

ブロッコリー ７月中旬 ～ ８月上旬 約３ヶ月

ニンジン ７月上旬 ～ ８月上旬 約５ヶ月

カブ ９月下旬～１０月上旬 約２ヶ月

チンゲンサイ ９月下旬～１０月上旬 約１ヶ月

12



新鮮で美味しい野菜をＡコープ産直市へ出荷しませんか♪

・秋に植える野菜は害虫被害が少なく比較的育てやすくなります。
・秋にかけて気温や日差しが穏やかになり作業もしやすくなります。
・出荷を希望される方は各地区営農指導員へお気軽にお声かけください。

島根おおち地区本部では、Aコープいわみ店・かわもと店・おおち店において産直コーナーを設け地元の農産物を
提供させて頂いております。

いつも新鮮で安全安心な農産物の提供を有難う
ございます。
いろんな野菜を作って頂き是非 Aコープ産直
コーナーへの出荷をお待ちしております！

これから秋にかけて栽培して出荷してみませんか

Aコープおおち店長様より

営農だより

農薬散布をする際の防除液は１０～３０㍑ /ａを基本とし作物の大きさに応じて散布量を増やしてください！
防除は葉の裏表ともにしっかりと散布してください

重点品目野菜の８月の管理

白ねぎ

なす

ミニトマト

ピーマン
雨が降った後の出荷ではヘタ痛みに注意しましょう！
尻腐れ病（カルシウム欠乏症）予防のため「カキパック」を定期的に散布しましょう（２週間置き）

お盆時期から「さび病」と「ボトリチス葉枯症」の防除を開始しましょう
土寄せは気温 (30℃が目安 ) が下がってから実施！排水対策を行い台風に備えましょう！
土寄せは茎の太さ (防除暦を参考)と葉の枚数を５～６枚確保してから行いましょう！
土寄せが早すぎると軟白部分は長くなり出荷時期は早まりますが、太さがとれないため注意する！

ダニの発生に注意しましょう（雨が多くても予防を忘れずに）
雨や強風の後「褐色腐敗病」が多発するので必ず予防して下さい（褐色
腐敗病の病斑は収穫の時には気がつきません）
「褐色腐敗病」の対策として　樹の負担軽減を目的に果実が大きくなりす
ぎないように適期収穫を心がけて下さい

ハウス内温度が４０℃を超える日が続いたら「寒冷紗」をかけましょう！
※９月になったら天候を見て早めに寒冷紗を外しましょう！
例年単価が上がる傾向がある９月出荷に向けて７月のトマトトーン処理は丁寧にやりましょう！
病害虫の徹底予防と定期的にかん水を行って下さい

散布については、使用時期、使用方法を守り、予防的防除を心がけましょう。詳しくは、営農指導員へご相
談下さい。また、右記二次元コード ( ＪＡしまね島根おおちのホームページ ) からでも確認が出来ます。

ボトリチス葉枯症

ダニ被害 褐色腐敗病

ピーマン尻腐れ

主な秋植え野菜 種まき時期 収穫までの時期

大根 ８月中旬～ ９月中旬 約３ヶ月

白菜 ８月下旬 ～ ９月中旬 約３ヶ月

ほうれん草 ９月中旬～１０月上旬 約１ヶ月

キャベツ ７月下旬 ～ ８月上旬 約３ヶ月

ブロッコリー ７月中旬 ～ ８月上旬 約３ヶ月
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カブ ９月下旬～１０月上旬 約２ヶ月

チンゲンサイ ９月下旬～１０月上旬 約１ヶ月
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営農だより

【水管理について・・・７月～８月】

【病害虫防除・・・穂いもち、紋枯病、カメムシ、ウンカ】

稲の一生で最も水の必要な時期になります。根ぐされや下葉の枯れ上がりを防ぐため、こまめな間断灌水または水不足が
心配な水田では飽水管理（ひたひた水管理）[ 令和７年度水稲稲作ごよみ P5参考 ] を行いましょう。

出穂後２０日間は米の肥大が旺盛な時期なので、土壌水分が不足しないよう間断灌水や飽水管理を行い、根の活力を保つ
ために常時の灌水は避けてください。また、夜間に高温が続く場合は心白粒対策のため、夜間の用水のかけ流しを行って
ください。

早期落水は玄米の充実不足や、未熟粒、死米を増加させます。また、胴割れ粒や過乾燥の原因となり品質を低下させるため、
落水は穂揃い後２５日頃（熟れ色の着き始め）を目安にしてください。

※今年はイネカメムシの発生が心配されています。
イネカメムシの特徴・防除方法については右の二次元コードを読み取りください。
そのほか、防除にあたっては稲作ごよみをご確認ください。

※農薬散布については、使用時期、使用方法を守り、予防的防除を心がけましょう。

(1) 幼穂形成期～穂揃期・・・根の活力を保つ！！

(2)穂揃期～登熟期・・・水田の夜間温度を下げる努力を！！

(3)落水・・・早期落水をしない！！

斑点米の原因となるカメムシ類と葉を食害するフタオビコヤガ

カメムシ類は、水田周辺の雑草で増殖し、
稲穂が出ると穂に集まり実を吸汁し、斑
点米を発生させます。
フタオビコヤガは幼虫が葉を食害し、葉
にカスリ状の食痕が見られ、多発すると
葉が食いつくされて中央の葉脈だけが残
ります。 ｱｶｽｼ ｶ゙ｽﾐｶﾒ ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ ﾄｹ ｼ゙ﾗﾎｼｶﾒﾑｼ

ﾌﾀｵﾋ ｺ゙ﾔｶﾞ
（ｲﾈｱｵﾑｼ）

ケイトウ「７月の管理」

マルチの穴から発生した草は小さいうちに抜き、大きい草はハサミなどで根元から切りましよう。

草丈が伸長するに従い、倒れやすくなるため適宜ネットを上げましょう。台風接近や強風が予想される場合は、ネッ
トを必ず草丈の２／３の位置まで上げること。補強の支柱を増やして対応しましょう。草丈が高い部分、低い部分で
ネットの高さを調整しましょう。

葉っぱも商品です。特に害虫予防を徹底しましょう。
雨が続いた時などには葉っぱに黒い斑点がでる可能性があるので予防が必要です。

除 草

ネット上げ

早期発見・早期防除（生育期間中最低２回の病害虫防除）

輪紋病 害虫による食害 草丈に合わせてネット上げ

和牛情報
中央〝下落〟

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メ　ス 122 804,100 347,600 582,062 
ヌ　キ 144 930,600 320,100 662,169 
合　計 266 625,429 

島根おおち
メ　ス 13 705,100 509,300 632,500 
ヌ　キ 18 799,700 366,300 633,967 
合　計 31 633,410 

瑞 穂
メ　ス 1 583,000 583,000 583,000 
ヌ　キ 3 799,700 366,300 618,200 
合　計 4 609,400 

石 見
メ　ス 2 705,100 705,100 705,100 
ヌ　キ 7 795,300 401,500 625,586 
合　計 9 629,567 

川 本
メ　ス 4 705,100 509,300 631,675 
ヌ　キ 0 0 0 0 
合　計 4 631,675 

邑 智
メ　ス 5 679,800 561,000 634,150 
ヌ　キ 7 798,600 554,400 669,900 
合　計 12 656,900 

桜 江
メ　ス 1 606,100 606,100 606,100 
ヌ　キ 1 488,400 488,400 488,400 
合　計 2 547,250 

　令和 7 年 6 月の全国主要子牛市場 平均価格（全農・畜産生産
部 6 月 23 日現在速報）は、雌 587,770 円（前月比 97%、去勢
702,220 円 ( 前月比 97%)、計 651,872 円（前月比 97%) で〝下
落〟の取引となっています。
　本県 6 月の子牛市場は、中央で開設し 266 頭の取引があり、 
平均価格は雌 582,062 円（前回比 2 3 千円安）、去勢 662,169
円（前回比19 千円安）、平均 625,429 円 (24千円安）で〝下落〟
の取引となりました。
　今月の上場牛については、去勢は発育が良い牛が多かった半
面、メスは過肥な牛が散見されました。今月の市場開設日は 気
温も湿度も高く、市場終了後の繋ぎ場で呼吸があがっている牛
が多く見られました。これから気温が高くなってくることが予
想されます。 市場前には牛をきれいに掃除することは基本です
が、暑い時期には水で洗い、毛の中に入り込んだ汚れを洗い流
してあげることも熱中症対策に有効な手段ですので、是非今後
の管理に取り入れていただきたいと思います。
　梅雨に入り、温度湿度とも高くなる時期です。牛舎内の換気 
と衛生管理には十分注意いただき、 〝発育が良好〟で〝腹作りの
出来た〟〝余分な脂肪のついていない〟子牛を育成することによ
り、今後とも引き続き購買者に求められる「しまね和牛」の上
場に努めましょう。

Wagyu Infomation 令和７年６月 子 牛 市 場 成 績 表

営農だより

熱中症にならないために

①熱中症対策として

②もし熱中症になってしまったら

・天気や気温を踏まえて、作業内容を考えましょう。
・熱中症（特別）警戒アラートを確認しましょう。
・熱中症対策アイテムの活用も心がけましょう。熱中症のリスクを下げることができます！

・熱中症の疑いを感じたら、すぐに「作業を中断」し、「応急処置」をしましょう！
【応急措置】　★涼しい環境へ避難　★衣服をゆるめ体を冷やす　★水分・塩分を補給
・早い対処は快復への近道、疑いを感じたらすぐに対処しましょう。

参考元 ： 農林水産省「熱中症対策研修テキスト」

熱中症（特別）警戒アラートは
こちらから

環境省：熱中症予防情報サイト
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島根おおち地区本部

女性部が行く女性部が行く

石見支部石見支部
「ボランティア活動」「ボランティア活動」

瑞穂支部「花苗植え」瑞穂支部「花苗植え」石見支部「花苗植え」石見支部「花苗植え」

6/
 7

6/
 9

6/
 10

　石見支部（寺内洋子支部長）は、養護老人ホーム「香
梅苑」を訪問し、草取りのボランティア活動を行いまし
た。朝早く集合し中庭で作業を開始しましたが、この日
は梅雨入り前で天気が良く、広い中庭の草取りが終了す
るころには部員のみなさん汗だくになっていました。寺
内部長は、「外からは
見えない中庭だが、
入所しておられる皆
さまが気持ちよく過
ごしていただければ」
と話しました。

　瑞穂支部（住金末子支部長）は、瑞穂支店の玄関横の花
壇の草取り、玄関周りの草取りと掃除を行い、玄関前に置
くプランターに「ケイトウ」の苗と「オクラ」の苗を植付
けました。
　住金部長は「野菜苗も植えて JA の玄関らしくなった。
皆さんにも野菜の成長を見守ってもらえれば」と話しまし
た。

　石見支部（寺内洋子支部長）は、プランターに「朝顔」「マ
リーゴールド」「ケイトウ」などの苗を植え石見支店前に
設置しました。集まった部員はプランターに持ち寄った苗
を植付けて網を張るなど手際よく作業を進めていました。
　寺内部長は「職員の皆さんには水やりなどお世話になる。
支店に来られる皆さまに喜んでいただければ」と話しまし
た。

お便り紹介
今月も皆さんからのおたよりがたくさん届いています。ありがとうございます。

その他、JAに対するご意見・ご要望などお寄せください。

J A役職員・女性部員統一行動おもてなしプロジェクトJA役職員・女性部員統一行動おもてなしプロジェクト

作業

集合写真

　" もしも " の災害シーズンになります。家族共々に話し合って備えます。

　面白い企画があって楽しいし農業の勉強になる。

　「しまねびより」の食材レシピ時々参考に作らせてもらいます。我が
家で作った野菜でおいしく…　＾０＾　今月の答えわたしの「ねがいご
と」。「農協全国商品券」が当たりますように…今まで当たったことあり
ませんので。

大和支店管内　K さん　７０代

瑞穂支店管内　Ｔさん　２０代

石見支店管内　Ｎさん　７0 代

　最近はゲリラ豪雨など思ってもみなかった災害が発生しています。
「災害の記事を参考にします！」と何通かお便りをいただきました。参
考にしていただけると幸いです。

　若い方にも読んでいただいているようでうれしい限りです！ 　これか
らもわかり易く楽しんでいただける紙面作りを心掛けていきたいと思い
ます。

　レシピ参考にしていただいている方が多いようでうれしいです　 自家
製野菜だとより美味しくなりますよね。商品の抽選は厳正に行っており
ますが…(>_<) 当選されることをお祈りしております。ｍ (__)m

8/20[水 ] ゆとり倶楽部・第４回講座「ジュートバック作り」場所：地区本部

８月の外勤日 １５日(金 )・１８日(月 )・１９日(火 )

　 ８月の行事予定

年金びより

6/11( 水 ) 年金受給者日帰り旅行に行ってきました！

1 号車 35 名・2 号車 30 名の総勢 65 名の方と

広島県の世羅・尾道・三原方面へ旅行に行って

来ましたので、その様子をご紹介します。

世羅高原 花の森 ローズ＆フラワーガーデン

バス降車前から小雨が降ってき
ましたが、中四国唯一のイング
リッシュローズのバラ園で、見頃
を迎えたバラに囲まれた空間に
癒されました。
散策もほどほどに売店でティー
タイムを楽しまれる方や花の森
オリジナルグッズなどを購入さ
れていました。

尾道水道クルージング

醉心山根本店　醉心ファクトリツアー

昼食　尾道国際ホテル

乗船前は雨がぱらついていましたが、出航後は雨も
やみ、蒸し暑く感じるほどの天気になりました。
普段は定期船として運行している船を今回特別に貸
切とし、またマリンガイドさんにも、このあたりの
地形や歴史・建造物などを説明して頂き、約 1 時間
の乗船でしたが、とても有意義な時間となりました。

近代日本画の巨匠として知ら
れる横山大観が愛飲したお酒

「醉心」。その酒蔵に伺い、支
配人様に酒蔵のなりたち・醉
心と横山大観のつながりなど
を説明して頂きました。
ファクトリツアーならではの
お話満載で、お土産のお酒も
一味違ってくるのではないで
しょうか。

今後も皆様に楽しんで頂けるイベントを行ってまいりますので、
次回をお楽しみに☆彡

新鮮なお刺身・豆乳鍋・
ごはんは穴子飯、海の幸
満載の懐石料理に舌鼓打
ちました。
食事後、お土産コーナー
では名産の熊野筆・レモ
ンの特産品がならんでい
ました。

この旅最後の目的地・「道の駅　神明
の里」。
三原市の道の駅ということで、たこ
の特産品がたくさん！
小腹も空いてきて、みはらみるくの
ソフトクリームを楽しんでおられま
した。

道の駅　神明の里

８月は年金相談会の開催予定はございませんが、
お気軽に支店窓口までご相談下さいませ。

人事異動のお知らせ
採用【令和 7 年 7 月 1 日付】

新任部署・職位 氏　名 備考 職員区分

営農部　営農施設事業所統括課　　　　　 矢 萩 　 圭 子 有期雇用職員
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「
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」
８
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９
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ご
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の
Ｊ
Ａ
へ
お
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く
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句
者

　「白
魚
火
」
編
集
長
・
副
主
宰

�

安
食�

彰
彦
先
生

ＪＡしまねびよりは、皆様からの俳句・川柳を募集しています。締切は毎月14日必着です。（最優秀賞１句、優秀賞３句、佳作５句）
８月号は川柳を募集します。１回のご応募につきお一人様３句までご応募いただけます。

俳句または川柳、住所、氏名、年齢、電話番号を記入のうえ、ハガキ、
ＦＡＸ、Eメールのいずれかでご応募ください。
※応募作品は自作で未発表のものに限ります。
※応募作品の一切の権利は、ＪＡしまねに帰属するものとします。
※受賞作品は地域名、氏名（または雅号）を掲載します。

〒690-0887　松江市殿町19-１
ＪＡしまね　ふれあい福祉課
「俳句の広場係」または「川柳の広場係」
ＦＡＸ：0852-67-7708
Eメール：fureai.hon@ja-shimane.gr.jp

最優秀賞、優秀賞の４名様には「農協全国商品券1,000円分」をお贈りします。

最

優

秀

賞

・お預かりした個人情報は、プレゼントの抽選・発送のみに使用し、その他の目的で利用することはございません。

（
評
）
筏
だ
か
ら
「
流
れ
る
」
と
な
る
が
実
際
に
は
川
や
池
な
ど

の
水
面
を
「
漂
う
」
情
景
が
う
か
ん
で
く
る
。
そ
の
花
筏
は
大
海

の
波
は
知
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
な
…
。

クロスワード
パズル

農協全国商品券を
もらっちゃおう!!

二重マスの文字をA～Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？ 

応　募　要　項

答
え Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

出題●ニコリ

タテのカギ ヨコのカギ

①国際博覧会（万博）には——各
国が出展します

③朝顔に——とられてもらひ水
（千代女）
⑤官の対義語
⑥合格を目指して受けることも
⑦二十四節気のひとつ。令和７年
は８月23日です

⑨悪夢を食べるといわれる想像上
の動物

⑪旧国名のひとつ。今の滋賀県あ
たり

⑬人が並んで作るもの
⑮コイン——に荷物を入れた
⑰紙幣のすかしは——防止策のひ
とつです

⑲魚などの内臓のこと
⑳あぶく。ソーダ水からたくさん
出ます

�半透明でプルプルした洋菓子

①ミーンミン、シャワシャワ、カ
ナカナカナ……

②物事にかかわりを持つこと
③代金は今度まとめて払うね
④西田佐知子のヒット曲、『コー
ヒー・——』

⑥さだまさしの名曲『——流し』
で歌われているのは、長崎県な
どでするお盆の行事

⑧スイカにかける人もいます
⑩２分の１がハーフなら４分の１
は

⑫チョウが吸うもの
⑭台木にくっつけたり挟んだりし
て育てます

⑯もう一杯、お——!
⑱鼻の長い動物

◆先月号の答え◆
「ネガイゴト」

CrossWord Puzzle

出典：㈱日本農業新聞『JA広報通信』2025年７月号

●応 募 方 法
ハガキに、答え、住所、氏名、年齢、電話番号、本誌
に関するご意見・ご感想を記入して、下
記宛先にお送りください。右記の二次
元コードからもご応募いただけます。
●賞　　　品
正解者の中から抽選で30名（ＪＡしまね全
体）の方に「農協全国商品券」をお贈りします。

●当選者発表
賞品の発送をもってかえさせていただきます。
●宛先・締切
〒696-0222　邑智郡邑南町下田所277
ＪＡしまね　島根おおち地区本部　企画総務部　「クイズ」係
2025年８月１日（金）（当日消印有効）
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